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杜
牧

「
昔
事
文
皇
帝
三
十
二
韻
」

に
つ
い
て

i
iー
そ
の
制
作
意
国
を
め
ぐ
っ
て
l

i

一、前…一一百

杜
牧
一
)
の
長
一
編
五
一
一
一
一
同
排
律
詩

三
十
二
韻
」
巻
一
一
。
以
下
辺
倒
」
詩
と
略
称
す
)
は
、

杜
牧
が
第
十
四
代
ム
泉
南
文
京
(
八

O
九
1
八
四

O
。
在
位
大
和
八
二
七

i
八
三
五
、
開
成
八
三
六

i
八
四
O
)
に
仕
え
た
時
代
、
と
り
わ
け
大

和
九
年
(
八
三
五
)
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
短
期
間
、
監
察
御
史
と

し
て
朝
廷
に
勤
め
た
体
験
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
大
和
九
年
十
一

月
に
鄭
注
・
李
訓
の
首
謀
に
よ
る
「
甘
援
の
変
」
が
勃
発
し
、
そ
の

直
前
ま
で
社
牧
は
、
持
者
の
仏
叩
頭
す
る
朝
廷
に
勤
務
し
た
。
そ
れ
か

ら
凡
そ
十
年
後
、
杜
牧
は
際
州
刺
史
(
梯
閉
鎖
察
使
管
轄
内
、
治
所

は
建
徳
県
(
現
在
の
郡
江
省
恕
掠
市
山
)
の
在
任
中
(
武
宗
会
問
問
六
年

〔
八
問
中
ハ

)
i笈
京
大
中
二
年
(
八
四
八
)
)
に
当
時
を
回
顧
し
、
杜
牧

の

日

を

通

し

て

見

た

朝

延

の

を

、

自

身

の

を

込

め

て

に
詠
じ
た
の
で
あ
る
。

「
耕
一
闘
い

高

橋

未

来

と
こ
ろ
で
、
現
存
の
杜
牧
の
別
集
諒
穴
川
文
集
」
に
は
、
こ
の
中

央
勤
務
期
間
に
著
さ
れ
た
と
推
滅
さ
れ
る
作
品
が
見
え
な
い
。
更
に

後
年
の
作
品
に
お
い
て
も
、
鄭
注
・
李
訓
に
対
す
る
批
判
的
一
一
一
一
口
及
は

し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
大
和
九
年
当
時
の
杜
牧
の
中
央

勤
務
体
験
そ
れ
自
体
を
述
べ
た
作
品
は
、
平
日
」
詩
及
び
五
一
一
一
一
向
古
詩

「
李
甘
詩
」
(
巻
こ
の
二
替
を
数
え
る
の
み
な
の
で
あ
る
。

李
甘

(
?
1
八
一
一
一
九
、
学
は
和
鼎
)
は
、
杜
牧
の
科
挙
、
制
科
の

同
期
及
第
者
で
あ
り
、
大
和
九
年
当
時
は
侍
御
史
と
し
て
社
牧
と
共

に
朝
廷
に
あ
り
、
御
史
台
で
の
杜
牧
の
上
司
で
あ
っ
た
。
そ
の
朝
廷

で
李
討
は
、
鄭
注
へ
の
抗
議
に
よ
っ
て
疑
講
を
受
け
、
四
年
後
の
文

宗
の
開
成
四
年
(
八
三
九
)
に
庇
地
で
死
去
す
る
口
そ
の
際
社
牧
は

追
悼
の
意
を
込
め
て
、
李
討
の
痕
舗
の
顛
末
を
「
李
甘
詩
」
に
詠
じ

た
。
し
か
し
「
李
討
詩
」
に
は
、
鄭
注
・
李
訓
と
間
関
の
同
僚
の
様

子
等
を
描
き
な
が
ら
も
、
杜
牧
自
身
の
態
度
、
心
情
は
見
出
し
に
く

、む
w

(12 ) 



以
上
か
ら
、
平
旦
詩
は
大
和
九
年
の
中
央
勤
務
を
杜
牧
自
身
の

体
験
と
い
う
視
座
か
ら
描
い
た
、
唯
一
の
作
品
と
克
な
す
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
も
そ
れ
が
約
十
年
と
い
う
、
長
い
沈
黙
の
後
に
箸
さ
れ

た
点
が
控
目
さ
れ
る
。

従
来
の
先
行
諸
論
に
お
い
て
平
日
」
詩
は
、
腐
敗
し
た
政
治
を
描

き
、
そ
こ
に
批
判
を
込
め
た
作
品
と
い
う
側
面
を
多
く
一
言
及
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
仔
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
れ
だ
け
に
止

ま
ら
ぬ
問
題
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
杜
牧
が
手
間
こ
詩
に
よ
っ
て
当

時
を
諮
る
ま
で
の
空
白
期
間
が
持
つ
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
み
た

3

0

 

3
U
V
 

二
、
作
品
の
時
代
背
景

ま
ず
、
大
和
年
間
の
政
治
状
況
及
び
杜
牧
の
中
央
勤
務
の
経
緯
に

つ
い
て
、
触
れ
て
お
き
た
い
。

大
和
年
間
の
朝
廷
で
は
、
文
宗
を
擁
立
し
た
王
守
澄
を
首
領
と
す

る
衛
官
勢
力
が
専
権
を
掌
援
し
、
他
方
で
牛
健
揺
・
李
宗
関
を
領
袖

と
す
る
一
一
郎
と
李
徳
裕
・
郷
軍
の
一
派
と
の
抗
争
、
い
わ
ゆ
る
「
牛

李
の
党
争
」
が
展
開
さ
れ
る
。
大
和
五
年
(
八
一
…
二
)
、
文
宗
は
宰

相
の
宋
申
錫
と
共
に
官
官
勢
力
の
討
伐
を
図
る
も
の
の
、
王
守
澄
と

腹
心
の
郷
注

(
?
1
八
三
五
、
本
の
姓
は
魚
、
鄭
は
偽
称
)
の
計
略
に

よ
っ
て
失
敗
に
終
る
。
そ
の
後
、
同
じ
く
王
守
澄
の
傘
下

の
李
訓

(
?
1八
五
、
字
は
子
器
、
は
じ
め
名
を
伸
一
一
一
問
、
字
を
子
訓

と
い
っ
た
)
と
が
、
文
宗
に
一
信
任
を
得
た
。
そ
こ
で
両
者
は
官
官
勢

力
の
内
部
分
裂
を
留
り
、
ま
た
牛
李
の
領
袖
を
地
方
刺
史
に
降
格
し

た
。
更
に
大
和
九
年
九
月
、
字
訓
の
宰
相
就
任
後
に
は
、
逆
ら
う
官

僚
に
牛
李
の
党
派
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
付
し
て
、
自
在
に
降
格
を
決

定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
間
年
十
一
月
二
十
一
日
、
李
訓
は
朝
廷
に
お
い
て
、
「
宮
中
の
木

に
吉
兆
の
微
で
あ
る
甘
露
が
降
り
た
」
と
の
虚
ヰ
一
一
向
に
託
け
て
、
箆
宮

の
一
斉
討
伐
を
企
て
た
り
と
こ
ろ
が
そ
の
企
て
は
事
前
に
{
臣
官
に
察

知
さ
れ
、
李
訓
・
鄭
注
ほ
か
計
略
に
関
与
し
な
か
っ
た
宰
栂
を
も
含

む
大
多
数
の
宮
僚
が
、
箆
宮
配
下
の
禁
軍
に
殺
害
さ
れ
る
結
果
と
な

っ
た
。
こ
の
一
連
の
事
変
は
、
後
に
「
甘
露
の
変
」
と
称
さ
れ
る
。

杜
牧
は
大
和
二
年
(
八
二
八
)
の
進
士
科
、
及
び
制
科
登
第
後

に
、
複
期
間
中
央
勤
務
(
弘
文
館
校
審
郎
・
試
左
武
衛
兵
事
参
軍
)
に

就
く
が
、
同
年
、
招
酔
に
よ
っ
て
江
西
観
察
使
(
江
西
省
南
畠
市
)

に
赴
任
す
る
由
以
来
約
六
年
の
問
地
方
の
幕
職
官
を
歴
任
し
、
大
和

九
年
春
に
監
察
御
史
の
命
を
受
付
る
と
、
二
度
目
の
中
央
勤
務
に
赴

¥

同

予

』

D

、し
v
ナ山

( 13 ) 

の
変
」
つ
七
月
二
十
七
自
、
李
甘
は
鄭
注
の
宰
相

就
任
の
噂
に
対
し
、
そ
の
詔
勅
が
出
さ
れ
た
ら
そ
れ
を
被
る
と
抗
議

し
た
。
し
か
し
翌
日
出
さ
れ
た
詔
勅
は
無
関
係
の
内
容
で
あ
っ
た
た



め
、
ぺ
磁
嬬
」
と
し
て
封
州
司
馬
に
疑
誠
を
受
け
杜
牧
は
そ
の

部
始
終
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
た
め
す
ぐ
に
病
気
と
称
し
て

と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
、
制
作
の
意
毘
!
構
築
搭
説
の
再
検
討
i

の
鴻
集
梧
は
、
の
創
作
意
図
を
次
の
よ
う

議
為
李
中
敏
等
発
也
。
(
略
)
中
敏
昭
皐
上
一
宮
山
鄭
注
之
姦
、
市

李
甘
以
沼
注
入
相
、
卒
子
疫
所
。
又
山
骨
李
款
、
高
一
冗
裕
等
、
倶

以
取
怒
李
訓
、
鄭
注
、
為
所
斥
透
。
訓
、
注
既
設
問
中
敏
等
先

後
進
問
、
故
為
追
数
祉
事
、
以
鹿
目
前
之
選
。
詩
首
ニ
一
一
口
問
為
諌

官
、
毎
懐
嫉
惑
之
心
、
継
桜
一
一
一
一
口
訓
、
註
之
惑
、
有
一
一
一
一
口
者
倶
得
罪

以
去
、
既
過
英
、
五
昭
一
四
目
、
間
己
期
的
滞
外
郡
。

傍
線
を
付
し
た
人
物
は
み
な
、
郷
注
・
李
訓
へ
の
抗
議
に
よ
っ
て
箆

摘
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
但
し
李
甘
以
外
は
「
甘
露
の
変
」
で
郷

、
民
・
李
訓
が
失
脚
し
た
務
年
以
降
、
文
京
の
開
成
年
間
(
八
三
六

i
八
四
O
)
に
中
央
復
帰
を
遂
げ
て
い
る
。
潟
集
棋
は
こ
の
詩
を
杜

牧
が
李
中
敏
等
の
た
め
に
発
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
彼
ら
が
鄭
柱
・

李
訓
に
降
格
さ
れ
た
往
事
を
回
顧
し
、
そ
し
て
現
在
の
彼
ら
の
復
帰

を
誇
ん
だ
詩
と
見
な
す
。
し
か
し
杜
牧
自
身
は
依
然
と
し
て
地
方
刺

史
の
ま
ま
で
あ
っ
た
、
そ
れ
故
に
、

…
諮
間
引
分
自
慰
、
窓
実
久
抑
求
伸
。
本
伝
所
…
X
関
脇
不
臼
振
、

顔
快
快
不
平
者
、
不
其
然
与
。

と
述
べ
る
。
「
引
分
」
は
過
失
を
自
己
に
帰
す
る
こ
と
、
「
求
伸
」
は

貴
顕
の
位
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
詩
中
の
語
は
、
自
分
を
費
め
る

一
方
で
慰
め
て
も
お
り
、
そ
の
胸
中
は
、
久
し
く
抑
制
す
る
一
方
で

高
官
に
就
く
こ
と
を
望
ん
で
も
い
る
、
と
い
う
。
本
伝
会
新
唐
醤
」

巻
百
六
十
六
)
に
「
官
途
に
践
い
て
勢
い
な
く
、
不
満
を
懐
い
て

悶
々
と
し
て
い
た
」
と
記
さ
れ
た
様
子
は
、
実
に
そ
の
通
り
だ
と
鴻

集
梧
は
述
べ
る
口

し
か
し
、
鴻
説
は
な
お
幾
つ
か
の
間
題
点
を
残
し
て
い
る
。
第
一

に
、
溺
集
梧
の
指
摘
す
る
「
李
中
敏
」
等
の
存
在
が
、
詩
中
に
見
え

な
い
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
本
一
一
一
叫
が
な
ぜ
陵
州
刺
史
の
在
任
期
に
制

作
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
を
著
し
た
杜
牧
の
心
中
が
ど
の
様
に
「
久
抑

求
伸
い
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
指
摘
に
ま
で
は
踏
み
込
ん

で
い
な
い
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

(14 ) 

き
な
が
ら
杜
牧
の
睦
州
時
代
の
状
況

を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
諸
問
題
の
考
察
を
進
め
た
い
。

四

詩
の
検
討の

朝
廷
K
お
け
る
杜
牧
及
び
関
川
関
の
様

子
を
述
べ

(
1
1
M
W
句
)
と
、
そ
の
十
年
後
に
桂
川
刺

史
の
身
に
あ
る
現
況
を
述
べ
る
後
半
部
分

(
6
1
臼
勾
)
と
か
ら
な



る

一
十
二
韻

昔
文
皇
帝
に
事
え
し
に

官
を
切
に
し
て
諌
尽
に
在
り

奏
意
地
を
得
た
り
と
為
す
も

4
酢

鎖

負

明

恩

齢

鵠

明

恩

に

負

く

人
向
単
一
州
市
」
は
文
京
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
詩
の
間
関
頭
で
は
、
社
牧

が
文
京
に
仕
え
た
こ
と
を
い
う
。
「
在
諜
…
淵
…
」
と
は
、
大
和
九
年
の

監
察
御
史
就
任
を
指
し
て
い
よ
う
。
当
時
杜
牧
は
上
疏
が
可
能
と
な

り
、
政
治
へ
の
意
欲
を
発
揮
し
得
る
身
に
あ
り
な
が
ら
も
思
い
切
っ

て
発
言
で
き
ず
、
君
主
の
思
惑
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
述
懐
す

る
。
つ
い
で
、
鄭
注
・
李
訓
に
対
す
る
自
身
の
胸
中
を
次
の
よ
う
に

2
切
宮
在
諜
い
畑
一

金
泥

動
か
し
難
き
を
知
り

5
金
虎
知
難
動

6
毛
麓
亦
恥
一
一
一
一
向

7
按
顕
雄
欲
吐

8
到
口
却
成
容

9
照
服
常
懸
鏡

日
窺
天
自
戴
盆

{
第
5
勾
)
は
、
応
劫
撰

比
鰐
相
進
、 践

を

擁

し

て

ん

と

欲

す

と

雌

も

口
に
部
り
て
は
却
っ
て
呑
を
成
す

闘
を
照
ら
さ
ん
と
し
て
常
に
鏡
を
懸
く
る
も

と
し
て
自
ら
盆
を
戴
く

犠
い
の
之
宮
隣
金
提
者
、

禽
求
之
徳
竪
若
金
、

之
一
窓
口
怒
若
虎
世
」
(
叫
す
ん
選
い
所
収
張
衡
「
東
京
賦
」
、
李
普
注
所
引
〉

を
踏
ま
え
、
君
主
の
側
近
の
小
人
物
を
喰
え
る
。
こ
こ
で
は
鄭
注
・

李
説
を
指
し
て
い
よ
う
の
両
者
の
権
勢
を
除
去
す
る
こ
と
は
閤
難
と

悟
り
、
僅
か
な
抗
議
す
ら
も
恥
じ
て
し
ま
っ
た
。
両
者
に
諌
言
せ
ん

と
し
て
も
、
い
ざ
と
な
る
と
言
葉
を
一
呑
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
、
と
い

う
。
第
9
・

ω勾
で
は
、
朝
廷
内
で
の
悪
事
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
芯
し
、
君
主
に
上
疏
し
よ
う
と
す
る
も
、
発
言
せ
ず
に
保
身
に
務

め
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
杜
牧
が
両
者
の
悪
事
を
調

諌
・
上
疏
し
よ
う
と
す
る
決
意
と
、
萎
縮
し
て
鰐
践
す
る
気
持
ち
と

の
嘉
藤
が
表
れ
て
い
る
。
つ
い
で
そ
の
当
時
の
国
家
の
状
況
を
述
べ

る。

(15 ) 

日

周

鍵

既

宛

槻

周

鐘

既

に

宛

楓

ロ

鯨

陣

亦

擁

痕

鯨

陣

出

た

癒

痕

第
日
匂
は
、
吋
春
秋
左
氏
伝
い
昭
公
二
十
一
年
の
条
に
、
の
景
王

ぷ
え
逼

が
無
射
の
鐘
を
鋳
造
し
よ
う
と
し
た
燦
、
楽
官
が
、
音
楽
と
は
王
が

各
地
の
風
俗
を
観
て
作
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
調
和
す
れ
ば
心
が

安
ら
ぐ
が
、
今
の
音
色
は
機
(
大
き
す
ぎ
る
)
の
た
め
に
王
の
心
疾

を
生
じ
る
だ
ろ
う
と
予
言
し
た
と
い
う
逸
話
が
み
え
る
。
こ
こ
で

は
、
国
家
の
乱
れ
を
表
し
て
い
よ
う
。
第
ロ
匂
は
、
部
邦
に
反
逆
し

た
鯨
布
の
陣
営
の
如
く
に
各
地
で
反
乱
す
る
穣
鎮
は
、
罰
家
に
と
っ

て
大
き
な
被
害
だ
っ
た
と
い
う
。
つ
い
で
そ
の
様
な
印
刷
家
の
窮
状
と



は
表
面
上
相
反
す
る
、
朝
廷
内
の
穏
や
か
な
風
景
描
写
を
挟
み

i
M匂
て
そ
れ
と
対
照
的
な
自
身
の
心
情
を
吐
露
す
る
。

η~待
感
号
無
告
ん
却
に
無
告
を
号
す
る
を
慮
り

同
一
出
火
愛
紘
一
不
存
長
に
不
存
に
骸
く
を
憂
う

き
よ
く
せ
き

凶

腿

行

喰

腕

勝

行

に

随

う

唯

だ

腕

勝

初
出
一
諾
偲
寒
臨
一
語
を
出
す
僚
だ
寒
指
一

常
に
窮
状
を
訴
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
憂
い
、
ま
た
不
意
に
誹
誘
中
傷

に
焔
れ
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
口
怯
え
な
が
ら
向
僚
の
一
行
に

綿
い
、
交
わ
す
言
葉
は
接
拶
税
度
の
支
障
な
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と

い
う
。
そ
の
情
け
な
い
自
分
と
比
べ
て
同
僚
違
は
如
何
な
る
態
度
を

ポ
し
て
い
た
の
か
を
、
次
に
述
べ
る
。

幻
営
省
昭
喉
任
官
省
咽
喉
の
任
に
し
て

幻

文

矛

羽

衛

屯

文

矛

も

て

羽

衛

屯

す

お
光
鶴
皆
影
山
川
光
臨
皆
な
影
附
し

川
什
車
馬
定
四
奔
車
馬
定
し
て
間
奔
せ
り

…
…
一
省
六
部
〈
{
巾
同
省
〉
は
政
治
の
一
安
所
で
あ
り
、
羽
林
衛
(
禁
軍
)
は

武
器
を
収
め
て
屯
し
て
い
た
。
乙
の
務
廷
の
要
た
る
役
所
の
官
僚
と

禁
濯
の
兵
士
と
は
、
…
斉
に
鄭
注
・
李
一
制
に
追
従
し
て
し
ま
っ

た
、
と
い
う
。
そ
の
狂
乱
振
り
は
以
下
に
れ
る
。

お

億

万

持

衡

側

持

衡

の

価

お

鈴

妹

挟

契

論

挟

契

の

論

鈴
妹
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幻
堆
時
過
北
斗
堆
み
し
時
北
斗
を
過
ぎ

お
積
処
満
西
閤
積
み
し
処
西
閣
に
満
つ

却
接
棒
精
湾
溢
樟
を
接
し
て
婿
河
溢
れ

犯
逮
蹄
萄
桟
別
蹄
を
連
ね
て
萄
桟
別
ら
る

汎
漉
空
論
海
水
槍
海
の
水
を
漉
い
空
し
く
し

幻
捜
尽
卓
玉
孫
卓
王
孫
を
捜
し
尽
く
す

「
持
衡
」
(
第
お
匂
)
は
権
力
を
掌
握
す
る
こ
と
6

寅
宮
に
は
巨
額
の

賂
賂
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
あ
れ
ば
人
事
の
決
定
は
僅
か
な
議
論

で
済
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
大
金
を
積
み
上
げ
る
と
北
斗
星
に
届
く

程
、
四
閣
を
満
た
す
程
の
膨
大
さ
で
あ
っ
た
。
宮
僚
遥
が
鄭
注
・
李

訓
等
に
賄
賂
を
鱒
ろ
う
と
道
に
連
な
る
様
子
は
、
精
・
場
帝
の
築
い

た
大
運
河
が
彼
ら
の
船
に
よ
っ
て
諮
れ
、
肥
沃
な
揮
の
地
に
通
じ
る

桟
道
が
馬
蹄
に
よ
っ
て
扶
ら
れ
る
か
と
い
う
ほ
ど
。
ま
た
官
僚
達

は
、
大
海
を
空
に
す
る
が
如
く
に
一
象
者
を
尽
く
し
、
卓
五
孫
の
よ
う

な
富
…
裁
を
探
す
の
に
奔
走
し
た
、
と
述
べ
る
。
つ
い
で
鄭
注
・
李
訓

が
文
宗
を
巧
み
に
編
す
様
子
が
描
か
れ
る
。

日
劉
巧
殺
離
刺
巧
を
関
わ
せ
て

M
A
誇
趨
索
掛
際

部
狐
威
仮
自
額

( 16 ) 

張

刺

に

離

り

索

限

に

掛

く

自
額
を
仮
り

黄
昏
を
得
た
り

外
儲
説
の
、
宋
人
(
一
一
説
に
衛
人
)
が
椋

て

狐
威



利
の
端
に
殺
を
彫
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
空
論
で
、
蕪
五
を
編
し
た

と
い
う
逸
話
を
踏
ま
え
る
。
第
M
匂
は
、
猿
衡
ぺ
西
京
賦
」
中
の
、

身
軽
な
都
麗
の
人
が
、
綱
を
巧
み
に
禁
じ
登
る
様
子
を
踏
ま
え
る
。

つ
ま
り
潟
勾
は
、
鄭
注
・
李
訓
が
巧
み
な
弁
術
で
文
京
を
線
す
様
子

を
輪
え
て
い
る
口
第
お
匂
は
、
吋
戦
国
策
」
楚
策
の
「
虎
の
威
を
借

る
狐
」
の
故
事
を
踏
ま
え
、
お
・
初
旬
の
一
向
匂
は
、
両
者
が
文
宗
の

威
光
を
笠
に
着
て
、
人
民
を
官
官
す
る
猛
獣
の
白
一
織
の
如
く
、
夜
に
鳴

い
て
災
い
を
も
た
ら
す
巣
の
如
く
に
、
世
に
災
い
を
も
た
ら
し
た
、

と
い
う
。
つ
い
で
朝
廷
全
体
の
様
子
が
描
か
れ
る
。

幻
綾
綾
芝
鶴
間
綾
殺
た
る
芝
欝
の
翻

お
森
森
籾
糠
藩
森
森
た
る
椋
蘇
の
藩

そ
そ
の
か

ぬ
吠
声
版
関
矧
吠
声
簡
織
を
厳
し
也、

紛
公
議
怯
謄
門
公
議
腕
綿
門
を
怯
く

川
口
援
逐
諮
永
一
相
鼠
逐
さ
れ
し
諸
丞
相

幻
斎
変
速
帝
問
問
一
蒼
吃
帝
閣
に
速
し

必
一
名
為
吉
土
一
た
び
名
づ
け
て
吉
士
と
為
れ
ば

M
M

誰
免
弔
湘
魂
誰
か
免
れ
ん
湘
魂
を
弔
う
を

そ
れ
ま
で
蕃
人
や
君
子
で
浴
れ
た
朝
廷
は
、
悪
人
や
小
人
物
ば
か
り

に
変
わ
っ
た
、
と
い
う
口
「
吠
声
」
(
第
ぬ
勾
)
は
、
「
潜
夫
論
い
賢

難
に
ご
犬
吠
形
、
百
犬
吠
声
」
と
あ
り
、
盲
従
す
る
こ
と
で
あ

る
。
「
州
制
」
は
狂
犬
の
こ
と
。
吋
春
秋
左
氏
伝
い
哀
公
十
二
年
の
条
に

日
間
狗
之
壊
、
無
不
燃
一
也
」
(
鼠
狗
の
燦
う
は
、
動
ま
ざ
る
無
き
な
り
)

と
あ
り
、
関
一
番
の
名
犬
(
国
狗
)
が
狂
う
と
あ
た
り
構
わ
ず
噛
み

つ
く
、
と
の
意
か
ら
、
「
留
鍋
」
と
は
人
を
甚
だ
害
す
る
者
の
轍
え

で
あ
ろ
う
。
鄭
、
読
・
李
訓
に
富
従
す
る
者
逮
は
、
更
に
緊
士
を
窓
口
す

る
輩
を
唆
し
た
。
そ
こ
で
公
の
議
論
で
は
、
後
漢
の
李
謄
一
門
の
如

き
清
宮
か
ら
の
弾
劾
を
恐
れ
て
、
彼
ら
を
遠
ざ
け
た
。
丞
相
違
は
箆

請
さ
れ
て
、
{
呂
域
か
ら
遠
方
の
僻
地
に
い
る
。
こ
の
よ
う
な
朝
廷
で

は
、
賢
士
の
評
判
が
立
っ
と
、
い
つ
庇
議
さ
れ
た
屈
原
を
弔
う
賀
誼

の
よ
う
な
境
遇
に
陥
る
か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
。

以
下
で
は
、
鄭
注
・
李
割
に
追
随
し
て
朝
廷
全
体
が
狂
乱
し
た
文

宗
の
治
世
が
終
わ
り
、
宣
宗
の
治
世
に
平
和
を
取
り
戻
し
た
国
家
の

状
況
を
述
べ
る
ο

代
切
開
世
英
明
主
関
投
英
明
の
主

必
中
興
道
徳
一
尊
中
興
道
徳
の
尊

U
毘
山
間
憐
積
火
箆
山
間
積
火
を
憐
れ
み

錦
、
河
漢
注
清
源
湾
漢
清
源
に
注
ぐ

川
口
川
口
腹
防
決
川
口
提
訪
決
し

部

陰

車

鬼

怪

鍬

陰

車

鬼

怪

撤

ぐ

む
章
一
雲
間
期
照
霊
雲
朗
照
を
開
き

泣
九
地
雷
酪
菟
九
地
幽
菟
を
雪
ぐ

官
一
一
一
引
は
長
い
混
乱
期
を
経
て
漸
く
現
れ
た
明
君
で
あ
り
、
道
徳
に
よ

(17 ) 



っ
て
中
興
を
築
い
た
。
そ
こ
で
箆
器
山
は
、
そ
の
山
中
に
あ
る
と
い

っ
善
悪
の
区
別
な
く
焼
く
火
の
如
く
に
皆
殺
さ
れ
た
時
代
を
悲
し

み
、
天
の
川
は
賞
制
作
の
水
源
に
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
。
第

山
口
匂
は
吋
国
諮
問
い
周
…
訪
問
の
「
妨
良
之
口
、
英
一
子
防
山
川
」
を
踏
ま
え
、

そ
れ
ま
で
抑
圧
さ
れ
て
い
た
官
僚
の
諒
一
一
一
一
間
が
、
堰
を
切
っ
た
様
に
発

せ
ら
れ
た
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
第
印
勾
は
首
都
経
い
艇
の
「
上
九
、

授
弧
。
見
家
負
強
、
載
鬼
…
車
。
先
張
之
弧
、
後
説
之
弧
」
を
踏
ま

え
よ
う
。
上
九
は
六
三
と
応
じ
る
が
容
易
に
は
合
わ
ず
、
疑
心
に
よ

っ
て
儲
鬼
が
車
に
乗
っ
て
い
る
幻
影
を
見
る
が
、
後
に
錯
覚
と
分
か

り
親
し
く
な
る
と
い
う
。
詩
中
で
は
、
人
々
が
互
い
に
疑
心
を
懐
い

た
状
態
が
晴
れ
た
、
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
ま
た
震
な
り
あ
う
雲
間
か

ら
光
が
射
し
こ
み
、
地
下
で
恨
み
を
懐
く
菟
罪
者
の
罪
が
晴
ら
さ
れ

た
、
と
い
う
。
以
下
に
は
、
総
州
刺
史
と
な
っ
た
杜
牧
の
抱
負
を
述

べ
る
。日

我

実

関

腸

者

我

は

に

駒

場

の

者

U
A

形
甘
綴
褐
究
形
は
甘
ん
ず
短
褐
と
問
中
ん
と
に

か

つ

は
ω
曾
経
触
議
尾
曾
経
て
麗
尾
に
触
る
る
も

問
猶
得
究
能
…
軒
猶
お
得
た
り
熊
粁
に
究
る
を

私
は
剛
直
な
気
質
で
あ
る
が
、
今
は
剃
髪
に
粗
末
な
服
の
鵠
侶
の
如

き
貧
し
い
身
に
甘
ん
じ
て
い
る
、
と
い
う
。
第
日
句
吋
箆
箆
」
(
人

を
容
す
る
も
の
)
は
、
李
徳
裕
(
七
八
七
1
八
四
九
、
字
は
文
鱗
)
を

指
す
と
考
え
ち
れ
る
。
黄
州
刺
史
以
後
、
治
州
に
続
き
睦
州
ま
で
の

三
度
の
地
方
刺
史
勤
務
を
、
社
牧
は
李
徳
裕
に
よ
る
左
遷
と
認
識
し

て
い
た
。
「
熊
軒
」
(
第
部
句
)
は
、
漢
代
に
諸
侯
が
乗
っ
た
熊
車
と

同
じ
で
、
こ
こ
で
は
睦
州
科
史
の
身
分
を
指
す
。
従
っ
て
お
・
部
両

匂
は
、
嘗
て
李
徳
裕
に
害
さ
れ
憂
き
呂
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
地

方
宮
た
る
身
を
し
っ
か
り
と
保
持
し
て
い
る
、
と
の
意
に
解
さ
れ

る
。
そ
し
て
経
州
で
の
平
穏
な
暮
ら
し
を
述
べ
て
結
び
と
す
る
。

幻
杜
若
芳
洲
翠
杜
若
芳
洲
の
翠

出
厳
光
釣
瀬
喧
厳
光
釣
瀬
随
一
し

ぬ
渓
山
侵
越
角
渓
山
越
角
を
侵
し

ω封
壌
尽
呉
根
封
壌
呉
根
に
尽
く

訂
以
客
相
以
繁
春
縮
客
恨
春
に
紫
り
て
細
や
か
に

位
郷
愁
庄
思
繁
郷
愁
思
い
を
圧
し
て
繁
た
り

む
祝
発
千
万
寿
祝
す
突
の
千
万
寿

似
再
拝
揖
余
鱒
再
拝
し
て
余
鱒
を
揖
ま
ん

杜
若
は
中
洲
に
青
々
と
生
え
、
自
分
は
そ
の
昔
厳
光
が
釣
り
を
し
た

と
い
う
瀬
で
、
賑
や
か
に
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
こ
睦
州
の
谷

と
山
は
古
の
越
箆
に
迫
り
、
間
出
境
は
山
一
〈
留
に
迫
る
と
い
う
具
合
。
客

地
に
あ
る
我
が
身
に
は
、
春
の
季
節
に
寂
し
さ
が
連
綿
と
続
き
、
郷

愁
は
胸
に
熱
く
迫
る
a

こ
の
地
で
塑
君
の
長
寿
を
祝
い
、
再
拝
し
て

祝
い
の
溜
を
飲
も
う
、
と
い
う
。
郷
愁
を
壊
き
つ
つ
も
の
ど
か
な
生

( 18 ) 



活
の
中
で
、
よ
る
太
平
の
世
を
称
揚
し
て
結
び
と
す
る
。

詩
全
体
の
流
れ
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
!
文

京
の
治
世
に
は
、
杜
牧
は
志
を
穣
い
て
仕
え
よ
う
と
し
た
も
の
の
、

郵
注
・
李
訓
と
い
う
権
勢
者
、
ま
た
期
間
の
阿
訣
追
従
す
る
問
僚
の

中
で
、
意
欲
を
発
持
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
明
君
の
治
世
が
到
来

し
た
今
で
は
、
そ
の
恩
恵
に
よ
っ
て
自
分
は
賎
州
刺
史
と
し
て
平
和

に
過
ご
し
て
い
る
。
私
は
今
で
も
捌
蕗
者
で
あ
る
、
さ
あ
明
君
の
治

世
を
祝
お
う

1
0
嘗
て
杜
牧
は
熱
意
を
懐
き
な
が
ら
も
、
混
乱
し
た

政
治
状
況
の
中
で
は
立
派
に
務
め
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら

ず
、
君
主
の
恩
恵
に
よ
っ
て
今
で
は
刺
史
の
身
分
に
甘
ん
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
、
と
い
う
構
闘
が
、
こ
の
詩
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て

/
¥
?
G
D
 

こ
の
よ
う
に
詩
を
観
る
と
、
改
め
て
幾
つ
か
の
間
題
点
が

認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
詩
中
に
は
間
設
追
従
す
る
同
僚
の
姿
が
多
く

捕
か
れ
る
も
の
の
(
幻

i
泣
匂
)
、
混
集
梧
の
指
摘
す
る
李
甘
・
李

中
敏
等
、
す
な
わ
ち
郷
注
・
李
前
に
異
を
唱
え
て
気
骨
あ
る
行
動
を

示
し
た
向
僚
の
存
在
は
、
詩
中
に
見
え
な
い
点
で
あ
る
。
と
す
れ
ば

鴻
氏
の
一
一
一
一
向
う
「
友
人
の
名
誉
回
復
を
喜
ぶ
意
関
」
は
、
「
昔
」
詩
の

主
要
な
制
作
意
図
と
見
な
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
彼
ら

が
中
央
に
復
帰
し
た
の
は
、
「
甘
露
の
変
」
直
後
の
文
京
の
治
世
の

関
(
開
成
年
間
八
三
五

1
八
四

O
)
で
あ
る
。
本
詩
が
著
さ
れ
た
時

期
(
八
四
六
1
八
四
八
)
は
そ
れ
か
ら
数
年
経
っ
て
お
り
、
実
際
の

と
こ
ろ
彼
ら
の
名
誉
回
復
を
祝
う
護
接
的
な
契
機
が
あ
っ
た
と
は
考

え
に
く
い
。

ま
た
、
詩
の
末
尾
(
出
i
臼
句
)
に
、
睦
州
で
の
平
穏
な
日
々
の

中
で
刺
史
の
織
を
し
っ
か
り
と
務
め
る
自
身
の
姿
が
描
か
れ
る
点
に

も
注
意
を
要
す
る
。
実
は
こ
の
任
官
期
こ
そ
、
社
牧
に
と
っ
て
欝
積

し
た
患
い
を
抱
え
た
時
期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

五
、
経
州
制
史
時
代
の
作
品

社
牧
の
磁
州
刺
史
の
任
宮
は
、
会
昌
二
年
(
八
回
二
)
春
に
中
央

勤
務
(
接
部
・
比
部
員
外
郎
兼
史
館
拶
撰
)
か
ら
黄
州
刺
史
(
湖
北
省

黄
同
市
)
に
赴
任
し
て
以
来
、
池
州
刺
史
(
安
徽
省
貴
池
市
)
に
継

ぐ
三
度
自
の
地
方
刺
史
勤
務
に
あ
た
る
。
こ
の
控
州
在
任
中
及
び
後

年
の
作
品
に
お
け
る
睦
州
時
代
へ
の
言
及
に
は
、
自
身
が
三
度
ま
で

も
地
方
刺
史
に
充
て
ら
れ
た
こ
と
へ
の
強
い
不
満
が
窺
わ
れ
る
。

社
牧
は
、
臨
州
刺
史
赴
任
及
び
離
任
の
際
に
、
自
ら
を
後
漢
の
張

繊
(
生
卒
年
来
詳
、
字
は
文
紀
)
に
擬
え
る
。
張
繍
は
、
外
戚
と
し

て
権
勢
を
振
う
将
軍
を
弾
劾
す
る
も
帝
に
聴
き
容
れ
ら
れ
ず
、
逆
に

左
遷
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
社
牧
が
池
州
か
ら
睦
州
赴
任
の
行
路
で

詠
じ
た
「
新
定
途
中
」
(
巻
一
ニ
)
に
は
、
「
無
端
偶
効
張
文
紀
下
杜

郷
霞
別
五
秋
」
(
思
い
が
け
ず
張
繍
の
処
世
を
ま
ね
て
し
ま
っ
た
た
め
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に
、
権
力
者
に
錬
ま
れ
て
地
方
刺
史
に
充
て
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
故
郷
の

社
的
を
離
れ
て
か
ら
、
も
は
や
五
年
目
の
秋
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
)
と
歎

く
。
ま
た
際
州
か
ら
帰
京
す
る
際
に
詠
じ
た
「
除
宮
帰
京
睦
州
一
雨

(
巻
一
一
一
〉
で
も
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

あ
や
ま

燦

曾

公

触

尾

侠

り

て

曾

て

公

尾

に

触

る

る

も

不

敢

夜

循

綴

敢

え

て

夜

循

鰭

せ

ず

山
一
況
に
縫
の
飛
鳥
の

還
り
て
錦
綾
部
と
為
る
を
意
わ
ん

選
切
る
治
市
長

5

1
辺

x
j
i
s
d
p

浅
深
須
掲
腐
浅
深
須
く
掲
腐
す
べ
し

休
一
史
学
張
縦
更
に
張
網
を
学
ぶ
を
休
め
ん

吋
州
諸
問
公
触
尾
不
敢
夜
循
締
」
(
不
注
窓
の
せ
い
で
、
嘗
て
私
は
権
勢

者
に
設
問
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
逃
げ
問
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
)
と
の

表
現
は
、
平
問
問
」
詩
中
の
寸
借
関
経
触
接
尾
」
(
第
日
勾
)
と
の
関
連
を

想
起
さ
せ
る
。
こ
の
間
匂
の
「
尾
し
は
、
李
徳
硲
な
い
し
李
党
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
。
詩
の
末
尾
ニ
匂
で
は
、
自
分
は
臨
機
応
変
の
処

役
術
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
以
上
張
網
の
様
な
生
き
方
を
ま

ね
る
の
は
止
め
よ
う
、
と
自
戒
す
る
。
ま
た
綾
州
任
宮
中
に
、
吏
部

尚
治
閣
の
高
一
花
裕
に
推
挙
を
求
め
4

一
長
年
の
地
方
刺
史
勤
務

の
辛
苦
を
次
の
よ
う
に
訴
え
る
。
拘
楼
莫
伸
、
抑
欝
誰
訴
。
毎
選
時
移

節
換
、
家
遠
身
孤
、
弔
影
自
傷
、
向
瞬
独
泣
。
将
欲
漁
釣
一

室
、
格
遅
一
丘
、
無
易
仕
之
出
頭
、
有
仰
食
之
管
内
。
当
道
毎

歎
、
末
路
難
循
、
進
退
唯
難
、
憤
憐
無
告
。

「
上
吏
部
高
尚
害
状
」
(
巻
十
六
)

更
に
後
年
の
骨
一
一
関
に
お
い
て
、
社
牧
は
睦
州
の
地
を
極
め
て
陰
惨
な
地

の
如
く
に
述
懐
す
る
。

経
州
治
所
、
在
万
山
之
中
、
終
日
昏
気
、
侵
染
衰
病
、
自
室
恭

宮
己
過
、
不
敢
率
然
諾
告
、
唯
念
講
歳
、
得
保
生
還
。

「
上
間
相
公
啓
」
(
巻
十
六
)

万
山
環
合
、
才
千
余
家
、
夜
有
央
鳥
、
春
一
有
毒
霧
、
病
無
与

底
、
鍛
不
兼
食
、
抑
暗
信
器
、
行
少
臥
多
。
逐
者
紛
紛
、
帰
斡

相
接
、
噌
牧
遠
葉
、
其
道
益
難
。
「
祭
局
棺
公
文
」
(
巻
十
四
)

以
上
の
詩
文
に
は
、
総
じ
て
長
年
の
地
方
科
史
勤
務
に
よ
っ
て
蓄

積
さ
れ
た
苦
渋
と
、
ま
た
そ
れ
故
の
陸
州
の
地
に
対
す
る
社
牧
の
強

い
嫌
悪
感
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
陸
州
刺
史
へ
の
憤
怒
と

辺
倒
」
詩
に
詠
じ
ら
れ
た
充
足
感
と
の
間
に
は
、
矛
盾
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
社
牧
は
仰
故
「
比
三
諮
問
に
お
い
て
、
臨
州
の
平
穏
を

詠
い
、
綾
州
刺
史
の
職
に
対
す
る
意
欲
を
述
べ
る
の
か
。

筆
者
は
、
社
牧
が
自
薦
の
意
図
を
も
っ
て
、
「
昔
」
詩
を
著
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
政
情
の
変
化
に
伴
い
、
中

央
復
帰
を
果
た
す
可
能
性
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め
社
牧
は
平
田
」
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を
高
官
に
寄
せ
て
自
身
の
意
欲
を
示
し
、
指
注
の
記
す
「
求
伸
」
す

な
わ
ち
貴
顕
の
位
へ
の
望
み
を
述
べ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ

で

Z
E
詩
に
中
央
復
帰
を
果
た
し
た
友
人
の
姿
が
見
え
ぬ
点
を
考

え
合
わ
せ
る
と
、
辻
楼
が
あ
お
う
。
す
な
わ
ち
、
気
管
あ
る
友
人
の

姿
を
描
け
ば
、
社
牧
自
身
の
不
甲
斐
無
さ
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な

り
、
自
薦
の
表
現
と
し
て
相
応
し
く
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

六
、
社
牧
の
推
挙

事
実
、
社
牧
は
こ
の
陸
州
刺
史
在
任
中
に
、
吏
部
尚
警
の
高
一
元

組
、
宰
相
の
自
敏
村
、
別
部
指
警
の
桜
一
花
対
と
い
っ
た
高
官
に
推
挙

を
求
め
る
設
聞
を
献
上
し
、
中
央
復
帰
の
機
会
を
模
索
し
続
け
て
い

た
。
そ
し
て
大
中
二
年
八
月
、
宰
相
周
塀
(
七
九

2
1八
五
一
、
宇

は
徳
升
〉
の
効
力
に
よ
っ
て
、
社
牧
は
司
勲
員
外
郎
・
史
館
修
撰
に

就
任
し
中
央
復
帰
を
果
た
す
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
後
に
社
牧

が
田
川
塀
へ
宛
て
た
謝
辞
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

伏
泰
三
月
八
日
効
、
除
尚
晶
一
一
間
荷
勲
員
外
郎
、
史
館
修
撰
、
承
命

栄
様
、
啓
一
所
無
地
。
(
略
)
不
意
相
公
抜
自
汚
泥
、
昇
於
替
漢
、

知
収
斥
銀
、
令
一
郎
斑
行
、
の
授
名
曹
、
結
以
重
職
。
当
受
震

骸
、
神
魂
飛
揚
、
撫
己
自
驚
、
喜
過
成
泣
、
薬
肉
白
骨
、
香
返

遊
魂
、
一
一
一
一
口
於
重
恩
、
無
以
過
此
。
「
上
周
棺
公
啓
」
(
前
山
山
)

文
中
で
は
、
大
仰
な
ま
で
の
表
現
で
中
央
復
帰
し
た
こ
と
の
感
激
を

述
べ
る
。
そ
れ
は
大
中
民
年
(
八
五
一
)
周
壊
死
去
の
際
の
祭
文
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

相
公
憐
憐
、
極
力
撤
抜
、
愛
及
作
相
、
首
取
西
帰
、
授
之
名

指
問
、
帖
以
雷
一
一
戦
。
銃
図
太
子
、
絡
市
諜
入
、
死
面
復
生
、
来
足

為

鳴

。

「

祭

周

相

公

文

」

(

前

一

山

山

)

「
続
問
太
子
」
と
は
門
市
民
記
い
一
騎
鵠
列
伝
に
、
名
医
の
一
屑
鵠
が
貌
国

に
立
ち
寄
っ
た
際
に
、
死
後
間
も
な
い
太
子
を
蘇
生
さ
せ
た
と
の
逸

話
が
み
え
る
。
「
終
市
諜
人
」
と
は
吋
春
秋
左
氏
伝
」
笠
公
八
年
の

条
に
、
晋
の
人
が
秦
の
ス
パ
イ
を
捕
ら
え
て
都
の
絡
で
処
刑
す
る

が
、
六
日
後
に
蘇
生
し
た
と
の
逸
話
が
み
え
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る

と
、
文
中
で
は
、
官
僚
と
し
て
死
人
の
境
地
に
あ
っ
た
自
分
を
周
塘

が
蘇
生
し
て
く
れ
た
こ
と
に
擬
え
た
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
の
様
に
杜

牧
は
、
田
川
堤
が
自
分
を
推
挙
し
た
こ
と
へ
の
深
い
謝
意
を
示
す
の
で

あ
る
。

( 21 ) 

と
こ
ろ
で
こ
の
杜
牧
の
中
央
復
帰
は
、
当
時
の
政
治
的
背
景
と
関

わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
武
宗
朝
か
ら
室
宗
朝
へ
の
交
替
に
よ

っ
て
、
宰
棺
の
李
徳
硲
が
降
格
(
江
陵
弔
て
荊
高
節
度
使
)
さ
れ
、

そ
れ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
牛
党
の
自
敏
中
が
宰
掘
に
就
任
し
た
。

以
後
多
く
の
牛
党
の
者
が
中
央
復
帰
す
る
中
で
、
牛
党
と
自
さ
れ
る

局
境
も
間
様
に
、
大
中
元
年
六
月
に
鄭
滑
節
度
使
よ
り
中
央
復
婦

(
兵
部
侍
郎
e

判
度
支
)
し
、
更
に
大
中
二
年
五
月
宰
相
に
就
任
し



た
。
杜
牧
が
自
身
の
地
方
刺
史
任
宮
を
李
徳
裕
に
よ
る
左
遷
と
克
な

す
な
ら
ば
、
李
徳
絡
の
左
遷
は
中
央
復
帰
を
果
た
す
好
機
で
あ
っ
た

ろ
う
。
社
牧
は
こ
の
時
期
を
意
識
し
て
、
崩
壊
ら
高
J

宮
に
推
挙
を
求

め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
「
昔
」
詩
も
、
そ
の
自
薦
文
の

一
環
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

七
、
自
薦
文
と
し
て
の
五
言
排
律

平
日
」
詩
に
用
い
ら
れ
た
詩
型
は
、
五
一
一
一
一
口
排
律
で
あ
る
。
こ
の
五

一
一
一
一
向
排
律
は
、
厳
し
い
韻
律
上
の
制
約
や
典
故
表
現
を
用
い
る
た
め
、

科
挙
の
試
帖
詩
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
自
身

の
修
辞
的
技
撃
を
一
か
す
の
に
適
し
た
詩
型
で
あ
っ
た
。

社
牧
が
意
図
的
に
こ
の
詩
裂
を
選
ん
だ
と
す
れ
ば
、
辺
自
」
詩
が

自
薦
の
意
図
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
は
よ
り
高
い
で
あ
ろ

う
。
高
い
技
量
を
要
す
る
排
律
を
贈
る
こ
と
に
よ
り
、
己
れ
の
詩
才

を
示
し
や
す
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
し
て
換
韻
が
許
さ
れ
ぬ
条
件

の
も
と
三
十
二
韻
と
い
う
長
篇
の
制
作
は
、
一
層
高
度
な
詩
才
を
印

象
づ
け
る
効
果
を
持
と
う
。
し
か
も
平
旦
詩
が
、
作
者
社
牧
の
個

人
的
な
回
想
録
に
止
ま
ら
ず
、
当
時
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
、
山
県
放

を
多
用
し
歴
史
絵
巻
の
如
く
に
綴
っ
て
い
る
点
に
も
留
意
す
べ
き
で

あ
る
。
吋
通
典
い
編
纂
者
の
摩
史
家
杜
佑
を
祖
父
持
ち
、
自
ら
も

史
館
修
撰
を
歴
任
し
た
杜
牧
に
相
応
し
く
、
詩
は
、
歴
史
的

見
識
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
才
覚
を
示
す
の
に
格
好
の
詩
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

八
、
結
語

以
上
、
「
昔
」
詩
の
制
作
意
図
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
社
牧
は
大

和
九
年
に
鄭
注
・
李
訴
の
拾
頭
す
る
中
央
勤
務
を
体
験
し
た
が
、
そ

の
後
凡
そ
十
年
の
問
、
沈
黙
を
守
る
が
如
く
当
時
の
自
身
の
状
況
を

詩
文
に
示
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
不
満
を
懐
い
た
陵
州
一
利
史
の
任

宮
期
に
宣
宗
の
治
世
と
な
り
、
武
宗
戟
で
権
勢
を
振
っ
た
李
徳
硲
が

失
脚
す
る
と
、
自
身
の
中
央
復
帰
の
可
能
性
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、

長
編
の
五
言
排
律
を
用
い
て
大
和
九
年
当
時
の
中
央
勤
務
体
験
を

豆
旦
詩
に
述
べ
、
局
場
或
い
は
他
の
高
官
に
献
上
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
詩
中
に
は
、
社
牧
は
朝
廷
へ
の
忠
誠
心
を
懐
い
た
に
も
拘
わ
ら

ず
、
一
専
擦
を
掌
握
し
た
鮮
注
・
李
前
と
阿
訣
追
従
す
る
同
僚
の
中
に

あ
っ
て
、
意
欲
を
発
揮
し
得
な
か
っ
た
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
明
君
に
よ
っ
て
平
和
と
な
っ
た
今
で
は
、
そ
の
窓
恵
に
浴
し
て
陸

州
で
平
穏
に
、
そ
し
て
し
っ
か
り
と
任
務
を
果
た
す
お
々
を
過
ご
し

て
い
る
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
に
は
、
平
和
な
今
こ
そ
自
身

の
変
わ
ら
ぬ
政
治
へ
の
意
欲
を
発
揮
で
き
る
の
だ
と
い
う
、
い
わ
ば

杜
牧
の
推
挙
を
求
め
る
意
図
が
み
え
よ
う
。
そ
れ
故
に
杜
牧
は
、
沈

黙
し
た
ま
ま
の
大
和
九
年
当
時
を
初
め
て
諮
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

(22 ) 



か
。
事
実
、
こ
の
詩
が
意
図
す
る
自
薦
が
功
を
奏
し
た
か
の
様
に
、

社
牧
は
そ
の
後
中
央
復
帰
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

み
広(
l
)

上
平
一
一
一
見
(
魂
・
痕
向
用
)
の
一
韻
到
底
格
。

(
2
〉
本
稿
に
引
用
す
る
社
牧
の
詩
文
は
、
陳
允
吉
校
点
吋
焚
川
文
集
〕
(
中

国
古
典
文
学
叢
灘
間
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
年
九
月
)
に
拠
り
、

引
用
の
際
に
は
巻
数
の
み
記
す
こ
と
と
し
た
の

(3)
清
・
徐
松
撰
吋
登
科
記
考
い
大
和
二
年
賢
良
方
正
能
夜
中
一
一
問
機
諜
科
の

条
広
「
科
人
第
四
等
南
点
、
李
甘
、
社
牧
」
と
あ
る
。
李
甘
は
問
吋
児
島
科

記
考
い
に
よ
る
と
長
綾
田
年
(
八
ニ
四
)
の
進
士
で
あ
る
。

(4)
例
え
ば
越
懐
徳
「
論
社
牧
的
詩
」
(
際
西
部
縮
大
学
中
文
系
縞
京
市
爵

腐
詩
一
討
論
会
論
文
選
い
侠
砲
入
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
間
月
)
、
呉
在

渡
「
杜
牧
的
政
治
思
想
」
(
吋
杜
牧
論
稿
い
箆
門
大
学
出
版
社
、
…
九
九
一

年
一
一
一
月
所
収
〉
等
参
照
。

(
5
〉
吋
潟
県
治
通
鑑
い
巻
二
百
四
十
五
・
唐
紀
六
十
一
・
文
宗
大
和
九
年
の
条

に
「
以
説
、
注
皆
間
五
守
澄
以
進
、
諜
箆
宮
不
之
疑
、
遂
密
以
誠
告
之
」

と
記
す
。

(6)
「
李
せ
詩
」
に
、
本
十
甘
が
抗
議
を
決
意
し
た
日
を
「
庚
午
」
(
二
十
七

日
)
と
記
す
。
な
お
「
李
甘
詩
」
に
拠
れ
ば
、
李
甘
が
疑
請
を
受
け
た
臼

は
「
壬
申
」
(
二
十
九
日
)
と
な
る
が
、
吋
出
語
審
い
文
京
紀
と
芸
員
治
通

大
和
九
年
七
月
の
条
に
は
、
「
奨
亥
」
(
二
十
詔
)
と
記
す
。
清
・
一
指

の

題

下

注

は

、

「

李

甘

詩

」

に

拠

っ
て
正
す
べ
き
と
述
べ
る
。

(7)
謬
鍛
吋
社
牧
年
譜
い
(
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八

O
年
九
月
。
後
に

刊
社
牧
年
譜
い
湾
北
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
一
月
に
再
録
。
以
下

吋
年
譜
い
と
略
称
す
)
三
十
五
真
に
、
「
秋
七
月
，
侍
御
史
李
甘
図
反
対
鄭

柱
、
李
訓
，
被
疑
為
封
州
司
馬
，
社
牧
即
移
疾
，
分
一
可
東
都
」
と
記
す
。

そ
の
論
拠
と
し
て
中
新
踏
脅
い
巻
百
六
十
六
社
牧
伝
の
「
擢
車
禁
御
史
、

移
疾
分
南
東
都
?
を
引
く
。

(8)
吋
奨
川
詩
集
設
い
(
中
留
古
典
文
学
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九

六
一
一
年
九
月
)
百
七
十
二
一
良
参
照
。

(9)
李
中
敏
は
、
新
山
凶
器
国
奮
い
に
、
鄭
一
夜
・
李
訓
の
失
脚
後
に
司
勲
悶
由
民

外
郎
に
話
さ
れ
た
と
の
記
事
が
見
え
る
。
そ
の
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
宋
・
王
鴻
撰
宮
崎
会
嬰
」
巻
五
十
五
甑
の
条
に
「
間
関
成
一
一
一
年
八
月
謀

議
大
夫
知
臨
使
一
事
李
中
敏
奏
」
と
の
記
事
が
見
え
、
開
成
年
間
の
こ
と
と

わ
か
る
。
李
款
は
、
町
田
麿
警
い
巻
百
七
十
一
本
伝
に
「
開
成
中
、
累
官

一
生
謀
議
大
夫
」
と
あ
り
、
高
一
冗
裕
は
門
出
唐
室
田
い
巻
百
七
十
一
本
伝
に

「
説
、
注
既
誌
、
復
徴
為
謀
議
大
夫
。
開
成
三
年
充
翰
林
侍
講
学
士
」
と

あ
る
。
従
っ
て
以
上
の
三
者
は
開
成
年
間
に
復
帰
し
た
と
い
え
る
。

(
日
)
第
日
・
ロ
勾
の
解
釈
に
つ
い
て
、
前
掲
注

(4)
越
氏
論
文
は
「
局

鐘
，
在
措
一
地
車
象
征
着
唐
王
朝
。
既
完
槻
，
謂
上
下
己
経
解
体
，
百
病
叢

生
。
鯨
様
，
指
藩
鎮
叛
乱
・
'
癒
痕
，
指
創
傷
沈
霊
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
で

は
こ
の
設
に
従
う
。

(
口
)
「
主
」
が
ど
の
{
国
王
宮
市
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
潟
、
注
で
は
李
徳
絡
が
武
宗

に
献
上
し
た
「
仁
霊
文
武
歪
神
大
孝
皇
帝
真
容
讃
」
を
引
き
、
い
記
者
不
明

の
朝
鮮
刻
本
一
秘
穴
川
川
文
集
爽
注
」
で
は
「
武
宗
皇
帯
」
と
注
す
。
し
か
し
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控
州
時
代
の
詩
「
寄
内
兄
和
州
復
員
外
十
二
韻
」
(
巻
四
)
中
の
「
共
祝

中
興
主
、
高
歌
唱
太
平
」
に
一
一
一
一
向
う
「
主
」
は
、
官
一
宗
を
指
す
と
思
わ
れ

る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
官
否
小
と
見
な
す
。

(
ロ
)
そ
の
言
及
例
は
、
「
祭
局
指
公
文
」
(
巻
十
四
)
中
の
「
会
昌
之
政
、

柄
者
為
設
。
川
忽
忍
捨
汚
、
多
逐
良
替
。
牧
実
恭
幸
、
亦
在
遣
中
」
、
黄
州

任
官
期
の
「
雪
中
書
懐
」
(
巻
一
)
の
「
人
才
自
朽
下
、
葉
去
亦
其
宜
」

等
。
但
し
社
牧
は
李
徳
硲
に
対
し
て
、
黄
州
時
代
に
「
上
李
司
徒
相
公
論

用
兵
書
」
(
巻
十
一
)
、
池
州
時
代
に
「
上
李
太
尉
論
江
賊
室
岡
」
(
巻
十

二
、
「
上
李
太
尉
論
北
辺
事
啓
」
(
巻
十
六
)
等
の
国
策
に
関
す
る
上
最
一
閣

を
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
、
李
徳
裕
へ
悪
感
情
の
み
懐
い
た
と
捉
え
る
こ

と
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
朱
碧
蓮
「
論
社
牧
与

牛
李
党
争
」
(
吋
文
学
遺
産
い
一
九
八
九
年
第
ニ
期
)
、
王
一
自
平
「
社
牧
与

牛
李
党
争
」
(
吋
侠
西
部
大
学
報
い
哲
学
社
会
科
学
版
、
一
九
八
五
年
第
四

期
)
等
に
一
一
一
一
口
及
が
見
え
る
。

(
口
)
前
掲
桟
(
刊
以
)
朱
氏
論
文
、
葛
腕
音
「
杜
牧
和
他
的
詩
歌
」
(
吋
漢
唐

文
学
的
娘
変
い
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
O
年
十
一
丹
所
収
。
原
載
は

U
，
ナ
術
月
刊
い
一
九
八
一
年
第
六
期
)
等
に
言
及
が
あ
る
。

(M)
前
出
の
「
上
吏
部
高
尚
書
状
、

(
日
)
「
上
自
相
公
啓
」
(
巻
十
六
)
。
胡
可
先
吋
杜
牧
研
究
叢
稿
い
(
人
民
文

学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
九
月
)
三
十
頁
参
照
。

(
日
)
叶
上
別
部
経
尚
車
内
状
」
(
巻
十
六
)
。
胡
可
先
注
(
日
)
前
掲
讃
十
七
真

参
照
。

(
げ
)
ベ
年
譜
」
七
十
一
民
参
照
。

(
時
)
卑
仲
勉
「
代
玉
総
生
年
譜
会
議
》

(
川
底
/
仲
勉
史
学
論
文
集
い
中

華
書
局
、
一
九
九
O
年
七
月
所
収
。
原
載
は
「
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語

言
研
究
所
集
刊
い
第
十
五
本
一
冊
、
一
九
四
八
年
四
月
)
は
、
「
三
月
」

を
「
正
月
」
の
誤
り
と
推
測
す
る
。
一
方
言
サ
諮
問
』
七
十
一
一
良
で
は
、

「
一
二
月
八
弓
」
を
「
八
月
三
日
」
の
誤
り
と
推
測
す
る
。
こ
こ
で
は

Es

説
盟
に
従
う
。

(
川
口
)
史
書
に
よ
っ
て
異
同
が
見
ら
れ
る
。
号
制
唐
室
田
」
宰
相
表
は
正
月
己

如
、
間
宮
一
宗
紀
及
び
『
資
治
通
鑑
い
は
五
月
己
未
、
「
出
唐
室
聞
い
宣
宗
紀

は
三
月
己
曹
と
記
す
。
社
牧
の
「
唐
故
東
川
節
度
便
検
校
右
僕
射
兼
御
史

大
夫
贈
司
徒
爵
公
墓
誌
銘
」
(
巻
七
)
に
「
五
月
」
と
記
す
の
に
拠
っ
て
、

こ
こ
で
は
五
丹
と
す
る
。

(
初
)
長
編
の
五
一
一
一
一
向
排
律
を
J

自
薦
の
手
段
と
し
て
制
作
し
た
例
は
、
社
甫
に

も
見
ら
れ
る
。
松
原
朗
「
社
甫
排
律
論
考
!
長
安
期
に
お
け
る
長
篇
排
律

の
こ
こ
ろ
み
i
」
(
吋
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
い
民
間
七

輯

、

一

九

八

一

参

照

。
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